
彦 根 城 博 物 館 だ よ り 110
2015. 9.1

Hikone Castle Museum News 

井
伊
家
十
三
代
直
弼
（
一
八

一
五
～
六
〇
）
が
、
好
み
の
意

匠
で
制
作
さ
せ
た
香
合
。
藤
の

実
形
で
、
合あ

い

口く
ち

に
は
銀ぎ

ん

覆ふ
く

輪り
ん

を

あ
し
ら
い
、
甲
に
「
喫き

っ

茶さ

十じ
っ

徳と
く

」
の
語
を
、
蓋
裏
に
直
弼
の

花か

押お
う

を
金
蒔
絵
で
表
し
て
い
ま

す
。喫

茶
十
徳
と
は
、
直
弼
が

自
ら
の
茶
の
湯
観
を
表
し
た

言
葉
で
、
助

し
ょ
ぎ
ょ
う
を
た
す
く

所
業
、
解

し
ょ
び
ょ
う
を
と
く

諸
病
、

離じ
ん
が
を
は
な
れ
る

人
我
、
拂せ

じ
ん
を
は
ら
う

世
塵
、
楽

ふ
そ
く
を
た
の
し
む

不
足
、

消ま
し
ょ
う
を
け
す

魔
碍
、
捨

ま
ん
し
ん
を
す
て
る

慢
心
、
入

せ
ん
き
ょ
う
に
い
る

仙
境
、

叶し
ょ
う
ぎ
ょ
う
に
か
な
う

聖
教
、
保

ち
ょ
う
じ
ゅ
を
た
も
つ

長
寿
と
い
う
十

項
目
で
茶
の
効
用
を
説
い
て
い

ま
す
。
直
弼
は
、
茶
道
具
の
意

匠
と
し
て
、
こ
の
語
を
好
ん
で

用
い
ま
し
た
。

喫き
っ

茶さ

十じ
っ

徳と
く

蒔ま
き

絵え

香こ
う

合ご
う

当
館
蔵
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黒
蝋
色
塗
鞘

　
　

大
小
拵
・

　
　
　

小
さ
刀
拵

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

展
示
室
１

展
示
室
１

展
示
室
１
～
２

特
別
展

テ
ー
マ
展

テ
ー
マ
展

井
伊
直
弼
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
代
表
的

な
大
名
茶
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
彦

根
藩
を
率
い
る
藩
主
と
し
て
、
ま
た
、
幕
政

を
統
括
す
る
大
老
と
し
て
政
治
の
表
舞
台
で

活
躍
す
る
と
と
も
に
、
茶
の
湯
の
研
鑽
に
力

を
注
ぎ
、
茶
書
の
執
筆
や
茶
会
の
開
催
、
弟

子
の
育
成
、
茶
道
具
の
制
作
な
ど
を
精
力
的

に
行
い
、自
ら
の
茶
の
湯
を
追
求
し
ま
し
た
。

直
弼
が
目
指
し
た
茶
の
湯
は
、
主
と
客
が

互
い
に
相
手
を
思
い
や
り
、
精
神
的
に
深
い

交
わ
り
を
持
つ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
彼
の

代
表
作
『
茶ち
ゃ
の
ゆ湯
一い
ち

会え

集し
ゅ
う
』
の
序
文
に
記
さ
れ

た
「
一い
ち

期ご

一い
ち

会え

」
と
い
う
言
葉
に
は
、
直
弼

が
理
想
と
し
た
茶
の
湯
の
あ
り
方
が
端
的
に

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
直
弼
の
自
筆
の
茶
書
や
自
作

の
茶
道
具
な
ど
を
一
挙
に
公
開
し
、併
せ
て
、

彼
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
千
せ
ん
の

利り

休き
ゅ
う
と
片か
た

桐ぎ
り

石せ
き

州し
ゅ
う

ゆ
か
り
の
茶
書
や
茶
道
具
を
展
示
し
ま

す
。
先
人
の
教
え
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
着

実
に
自
ら
の
思
想
を
築
き
上
げ
た
直
弼
の
茶

の
湯
の
全
貌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
び
の
人 

井
伊
直
弼

井
伊
直
弼
は
、
禅
、
国
学
、
和
歌
、
居
合
、

兵
学
な
ど
、
文
武
諸
芸
を
広
く
学
ん
で
い
ま

し
た
。
諸
芸
を
学
ぶ
際
、
直
弼
は
、
先
人
の

著
述
を
徹
底
的
に
読
み
込
み
、
そ
こ
か
ら
自

分
の
考
え
を
導
き

出
す
と
い
う
、
一

通
り
で
な
い
学
び

方
を
実
践
し
て
い

ま
し
た
。

本
展
で
は
、
生

涯
を
か
け
て
幅
広

く
、
そ
し
て
奥
深

く
学
び
続
け
た
直

弼
の
姿
を
紹
介
し

ま
す
。

甲か
っ

冑ち
ゅ
う

と
刀
剣
は
、
武
家
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
備
え
で
し
た
。
本
展
で
は
、
彦
根
藩
井

伊
家
十
三
代
直
弼
の
武
の
出い

で
立
ち
を
紹
介

し
ま
す
。

直
弼
所
用
の
甲
冑
は
、
具ぐ

足そ
く

下し
た

や
草わ
ら
じ鞋

な

ど
の
道
具
一
式
が
揃
い
、
当
時
の
戦
装
束
が

分
か
る
好
例
で
す
。

一
方
、
刀
剣
は
指さ
し

料り
ょ
う

と
居い

合あ
い

刀と
う

が
伝
存
し
ま
す
。
指
料

は
、
江
戸
時
代
の
名
工
の
作

で
、
こ
れ
を
収
め
る
拵
こ
し
ら
え

の
黒

漆
や
緻
密
な
細
工
な
ど
、
名

匠
の
技
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
作
品
を
通
し
、

「
直
弼
の
こ
こ
ろ
」
の
一
端

を
垣
間
見
て
い
き
ま
す
。

井
伊
直
弼
の

甲か

っ

冑
ち
ゅ
う

と
刀
剣

楽
焼
柳
図
茶
碗　
　

　

井
伊
直
弼
作 　

■
日
時　

10
月
24
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

青
木 

俊
郎
（
当
館
学
芸
員
）

■
日
時　

11
月
28
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
日
時　

９
月
26
日
（
土
）　

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

奥
田 

晶
子  （
当
館
学
芸
員
）

＊
特
別
展
関
連
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
４
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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遠
城
謙
道
の
実
像
を
考
え
る

彦
根
藩
足
軽
の
遠お

ん

城じ
ょ
う

謙け
ん

道ど
う

（
一
八
二
三
～

一
九
〇
一
）
は
、
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
が
桜
田

事
変
で
没
し
た
後
、幕
府
に
訴
え
る
も
叶
わ
ず
、

出
家
し
て
直
弼
の
墓
を
生
涯
守
り
続
け
た
人
物

で
す
。

そ
の
生
涯
は
、
没
し
た
翌
年
の
明
治
三
十
五

年（
一
九
〇
二
）に
発
刊
さ
れ
た『
遠
城
謙
道
伝
』

（
以
下
、『
謙
道
伝
』）
で
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
書
は
、
そ
の
序
に
よ
る
と
、
旧

彦
根
藩
士
の
佐
成
源
五
郎
が
、
多
く
の
関
係
者

に
取
材
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
論
評
は
避
け

て
、
客
観
的
事
実
を
書
き
連
ね
る
体
裁
を
と
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
『
謙
道
伝
』
を
紐
解
く
と
、
謙
道
の
直

弼
へ
の
忠
誠
が
徹
底
し
て
い
た
様
が
う
か
が
え

ま
す
。

例
え
ば
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
参

議
の
大
久
保
利
通
が
暗
殺
さ
れ
て
す
ぐ
に
朝
廷

よ
り
贈
位
贈
官
が
あ
り
、
手
厚
く
扱
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
謙
道
は
、
同

じ
く
国
の
た
め
に
身
を
挺
し
た
直
弼
の
冤
罪
は

晴
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
直
弼
も
同
様
に
処
す
べ

き
旨
の
建
白
書
を
草
し
て
太
政
官
ほ
か
関
係
機

関
計
三
ヶ
所
へ
の
呈
上
を
試
み
ま
し
た
が
全
く

顧
み
ら
れ
ず
、
志
を
果
た
せ
な
か
っ
た
謙
道
は

殆
ど
狂
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
謙
道
の
墓
守
と
し
て
の
姿
勢
は
並
大

抵
の
も
の
で
は
な
く
、
天
候
に
関
わ
ら
ず
香
を

焚
い
て
掃
除
を
怠
ら
ず
、
晴
天
の
日
に
は
墓
参

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
も
て
な
す
人
が
い
な
く

な
ら
な
い
よ
う
、
遠
出
は
敢
え
て
悪
天
候
を
選

ん
だ
と
も
あ
り
ま
す
。

謙
道
は
、
藩
主
直
弼
と
足
軽
で
あ
っ
た
自
分

と
の
関
係
を
礎
に
、
藩
が
消
滅
し
て
後
も
、
臣

と
し
て
主
君
に
報
ず
る
姿
勢
を
貫
い
た
の
で

す
。さ

て
こ
こ
で
、
晩
年
の
謙
道
が
、
同
じ
く
彦

根
藩
足
軽
出
身
の
大お

お

東ひ
が
し

義ぎ

徹て
つ

（
一
八
四
二
～

一
九
〇
五
）
に
宛
て
た
書
簡
を
紹
介
し
ま
す
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
月
十
六
日
付

け
の
も
の
で
、
幾
つ
か
の
話
題
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
最
も
長
く
、
中
心
と
な
る
話
は
、

息
子
で
あ
る
兵

ひ
ょ
う

造ぞ
う

の
件
で
す
。

兵
造
が
、
日
本
橋
に
あ
る
数
十
軒
の
牛
乳
販

売
業
の
牛
乳
に
つ
い
て
、
検
査
料
を
徴
収
し
て

検
査
す
る
と
い
う
が
、こ
れ
を
や
め
る
よ
う「
厳

重
ニ
御
申
聞
」
せ
て
「
御
叱
付
」
て
い
た
だ
き

た
く
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
す
る
、
と
繰
り
返

し
訴
え
て
い
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
傷
み
や
す
い

牛
乳
を
検
査
す
る
こ
と
は
迷
惑
な
こ
と
で
、
憎

ま
れ
る
こ
と
は
明
白
、
同
じ
区
に
住
ん
で
い
な

が
ら
そ
の
地
域
の
人
が
困
る
こ
と
を
目
論
む
の

は
以
て
の
外
、
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。

兵
造
は
、
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
に
あ
た

る
東
京
医
学
校
出
身
で
、
細
菌
学
の
研
究
者
で

し
た
。
日
本
橋
衛
生
調
査
所
の
技
師
を
つ
と
め

て
い
た
の
で
、
こ
の
牛
乳
検
査
は
、
公
衆
保
健

衛
生
の
業
務
の
一
環
と
見
ら
れ
ま
す
。
謙
道
が

頼
っ
た
大
東
は
、
当
時
衆
議
院
議
員
で
、
憲
政

党
結
成
時
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
同
党
に

よ
る
大
隈
内
閣
で
司
法
大
臣
を
つ
と
め
た
政
治

家
で
す
。
謙
道
自
身
が
兵
造
に
言
い
聞
か
せ
て

も
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
社
会
的
に

一
目
置
か
れ
て
い
た
義
徹
に
懇
願
し
た
と
い
う

構
図
と
見
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
謙
道
は
、
出
家

後
も
決
し
て
過
去
の
み
に
生
き
て
い
た
の
で
は

な
く
、
か
つ
、
世
事
か
ら
も
無
縁
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
点
で
す
。無
縁
ど
こ
ろ
か
、

世
事
に
対
し
て
も
自
身
の
考
え
る
社
会
的
正
義

を
貫
い
て
筋
を
通
そ
う
と
す
る
熱
い
思
い
が
見

て
取
れ
る
の
で
す
。
本
書
簡
に
お
い
て
、
自
身

が
、
老
い
て
脚
気
腫
気
を
患
っ
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
東
に
熱
心
に
訴

え
る
気
迫
は
た
だ
な
ら
ず
、
謙
道
の
真
っ
直
ぐ

な
気
力
は
生
涯
衰
え
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
ま

す
。直

弼
へ
の
忠
義

と
い
う
観
点
で
の

み
語
ら
れ
る
傾
向

に
あ
る
謙
道
で
す

が
、
没
後
一
世
紀

を
経
た
今
、
別
の

側
面
に
も
焦
点
を

当
て
て
そ
の
等
身

大
の
人
物
像
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
時

で
あ
る
と
考
え
ま

す
。（

髙
木
文
恵
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

■
日
時

11
月
１
日
（
日
）
17
時
開
演
（
16
時
30
分
開
場
）

■
演
目

　

大
蔵
流
狂
言　
　
【
解
説
】　

茂
山　

茂

「
狐

き
つ
ね

塚づ
か

」　　

茂
山　

七
五
三

「
茶ち

ゃ

壺つ
ぼ

」　　

茂
山　

あ
き
ら

「
狸

た
ぬ
き
の
は
ら
つ
づ
み

腹
鼓
」　

茂
山　

正
邦

■
チ
ケ
ッ
ト

　

全
席
指
定

　
　

Ａ
席
（
正
面
席
）　

３
千
５
百
円

　
　

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
３
千
円　

　

10
月
１
日
（
木
）
発
売
開
始

■
日
時

　

９
月
22
日
（
火
・
休
）　

15
時
30
分
開
演
（
15
時
開
場
）

■
演
目

　

喜
多
流
素
謡
「
筑つ

く

摩ま

江え

」�

高
林
白
牛
口
二

　

大
蔵
流
狂
言
「
鬼お

に

ヶが

宿や
ど

」�

茂
山　

千
五
郎

　

喜
多
流　

能
「
竹ち

く

生ぶ

島し
ま

」
女に
ょ

体た
い�

粟
谷　

能
夫　

■
チ
ケ
ッ
ト

　

 

全
席
指
定

　
　

Ａ
席
（
正
面
席
）　

５
千
５
百
円

　
　

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
５
千
円

　

発
売
中

＊
開
演
時
刻
・
演
目
・
出
演
者
等
は
、
都
合
に
よ
り
、
や
む

な
く
変
更
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
当
館
受
付
お
よ
び
お
電
話
に
て
お
求
め
い

た
だ
け
ま
す
。

　
（
発
売
初
日
は
、
館
内
販
売
９
時
～
、
電
話
予
約
10
時
～
）

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

能
・
狂
言

井
伊
直
弼
公
生
誕
２
０
０
年
祭
関
連
事
業

 

　

　

第
49
回

彦

根

城

能

遠
城
謙
道
書
簡
（
部
分
）

大
東
義
徹
宛
　

（
若
林
繁
氏
寄
贈
）

今
年
は
井
伊
直
弼
の
生
誕
か
ら
二
〇
〇
年
。
直
弼
ゆ
か

り
の
演
目
を
当
館
能
舞
台
に
て
上
演
し
ま
す
。

井
伊
直
弼
公
生
誕
２
０
０
年
祭
関
連
事
業

 

　

　

錦
秋
狂
言
の
集
い
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生
誕
２
０
０
年
記
念

井
伊
直
弼
の
再
発
見
―
大
き
く
変
わ
っ
た
人
物
像
―

近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
従
来
と
は
ち
が
う
直な

お

弼す
け

像
。

そ
の
事
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
ま
す
。

■
日
時
・
内
容

11
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時

第
１
講
：
井
伊
直
弼
の
生
涯
（
青
木
俊
郎
）

第
２
講
：
学
び
の
人
・
井
伊
直
弼
（
早
川
駿
治
）

11
月
15
日
（
日
）
13
時
30
分
～
16
時

第
３
講
：
井
伊
直
弼
と
幕
末
外
交
（
松
浦
智
博
）

第
４
講
：
井
伊
直
弼
の
大
老
政
治
（
野
田
浩
子
）

■
会
場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
定
員　

１
２
０
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
資
料
代　

４
０
０
円

■
申
込
方
法
・
申
込
期
間

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
、
復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を

明
記
の
上
、「
入
門
講
座
」
係
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
お
１
人
様
１
通
）。
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

９
月
14
日
（
月
）
～
10
月
14
日
（
水
）　

　

＊
当
日
消
印
有
効

井
伊
直
弼
が
築
き
上
げ
た
茶
の
湯
の
世
界
の
特
質
を
、

彼
が
著
し
た
茶
書
や
ゆ
か
り
の
茶
道
具
な
ど
を
も
と
に

紹
介
し
ま
す
。

講
演
会
①
「
井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
」

■
日
時　

9
月
19
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

■
講
師　

熊
倉
功
夫
氏
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
学
長
）

■
会
場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
定
員　

１
２
０
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料　

５
０
０
円

■
申
込
方
法
・
申
込
期
間

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
、
復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記

の
上
、「
特
別
展
講
演
会
」
係
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
お
１
人
様
１
通
）。
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

８
月
15
日
（
土
）
～
９
月
７
日
（
月
）

　

＊
当
日
消
印
有
効

講
演
会
②
「
井
伊
直
弼
ゆ
か
り
の
茶
道
具
」

■
日
時　

10
月
３
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

■
講
師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

60
名

■
資
料
代　

１
０
０
円

■
申
込　

当
日
受
付
（
先
着
順
）

12月 11月 10月 9月
3
土

24
土

17
土

28
土

12
土

21
土

19
土

26
土

12/
24

 

展示替により
一部休室

10/
21･22

 

展示替により一部休室

11/
24～26

 

展示替により一部休室

9/15～17
 

展示替により一部休室

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑤

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑥

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
④

講
演
会　

特
別
展
関
連
講
演
会
②

「
井
伊
直
弼
ゆ
か
り
の
茶
道
具
」

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

講
演
会　

特
別
展
関
連
講
演
会
①

「
井
伊
直
弼
の
茶
の
湯
」

能
・
狂
言　

第
49
回
彦
根
城
能

学びの人 井伊直弼
10/23 ～11/24

井伊直弼の甲冑と刀剣
11/27 ～ 12/23

特別展

催
し

22
火・休

常設展示　“ほんもの”との出会い

学
び
の
人 

井
伊
直
弼

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

井
伊
直
弼
の
甲
冑
と
刀
剣

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

一
期
一
会
の
世
界

　

大
名
茶
人　

井
伊
直
弼
の
す
べ
て

忠義の人 遠城謙道
―主君直弼への　　

　　　　思いと禅画―

～ 9/15

テーマ展テーマ展 企画展 ９
月
～

12
月

特
別
展
「
一
期
一
会
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　

大
名
茶
人　

井
伊
直
弼
の
す
べ
て
」
関
連
講
演
会

入
門
講
座　

彦
根
藩
の
歴
史

一期一会の世界
大名茶人　井伊直弼のすべて

9/18 ～ 10/20

14
土

15
日

入
門
講
座　

彦
根
藩
の
歴
史

生
誕
２
０
０
年
記
念

井
伊
直
弼
の
再
発
見

　

―
大
き
く
変
わ
っ
た
人
物
像
―

１
日

能
・
狂
言　

錦
秋
狂
言
の
集
い

5
土

19
土

教
室

　
古
文
書
の
み
か
た
⑦

美
術
講
座

知
的
美
術
探
訪

　

―
受
け
継
が
れ
る
主
題
―

 

25
金 

～
31
木　
　
　

休　

館

知
的
美
術
探
訪
―
受
け
継
が
れ
る
主
題
―

日
本
の
美
術
作
品
は
、
古
く
か
ら
物
語
や
故
事
な
ど
を

題
材
に
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
絵
画
・
や

き
も
の
・
刀
装
具
に
表

さ
れ
た
主
題
の
内
容
を

紐
解
い
て
い
き
ま
す
。

■
日
時
・
内
容

　

12
月
５
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
16
時
20-
分

　

第
１
講
「
絵
画
と
名
所
」（
髙
木
文
恵
）　　
　
　

　

第
２
講
「
や
き
も
の
と
中
国
故
事
」（
奥
田
晶
子
）

　

第
３
講
「
刀
装
と
軍
記
物
語
」（
古
幡
昇
子
）　

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

50
名

■
資
料
代　

２
０
０
円

■
申
込　

当
日
受
付　
（
先
着
順
）

美
術
講
座


